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要旨

幼稚園は、幼児の発達を促すために設定された教育的環境の下で、それぞれの時期にふさわしい生活体験を無理な

く得ていかれるように計画的に教育を行う場である。教育課程の編成にあたっては、園生活の実際の姿を捉える中で、

幼児の発達に即しながら、幼児の遊びや生活が質的に変容していく道筋を見通していくことが必要である。帝京めぐ

み幼稚園には、これまでに文章化した教育課程は存在していない。そこで、まず、過去3年間の幼児の実態から発達

の過程を捉え、そこから、3学年の年間のねらいを導き、各期のねらいと内容を設定した。本年度はこの教育課程を

基に指導計画を立案し保育実践に向けている。各教師は、幼児の育ちから必要な経験を明確にして指導をすることに

よって、自分の保育を意識化することにつながっている。

Summary

Kinndergartenisafieldofearlyeducation.It'seducativesystemforanearlystageofchildhood.

Whenweareorganizedacurriculum,weseeintoplayandlifeofaninfant.

Teikyo-Megumi-kindergartendontkeepacurriculum.Soweareorganizedacurriculumtothedata

ofthepast3years.Onthisyear,weeducatetothebaseofcurriculum.Ourpreschoolteacherstakehold

ofdevelopmentforinfant.Besides,TheyareawareofqualitytoearlychildhoodEducation.

1．はじめに

幼稚園教育において教師は、幼児とともに生活しな

がら幼児の生活する姿を見守り、幼児が発達に必要な

経験を得られるように援助していくという重要な役割

を担っている。そして、幼児は日々の生活の中でさま

ざまな人やもの､事象と出会い、それらへのかかわりを

通してさまざまに学び成長していくのである。すなわ

ち、幼児の発達は、幼稚園、家庭、地域社会と連続的

に営まれていく生活の中で積み重ねるさまざまな生活

経験によって促される。特に幼稚園は、その発達を促

すために設定された適切な教育環境の下で、それぞれ

の時期にふさわしい生活体験を無理なく得ていかれる

ような計画的な教育を行う場である。

一方、今日、幼児を取り巻く環境の変化に伴い、家

庭や地域においては幼児が思い切り遊べる空間や時間

が少なくなり、友だちと触れ合う機会が持ちにくくな

っている。幼児の発達にとっては、十分な遊び場や時

間、友だちとかかわることの出来る環境が大きな意味

を持つと考える。このような環境を十分に保障するた

めにも幼児が健全な生活を営める場として幼稚園の役

割は重要である。

幼稚園においては、幼稚園教育要領の幼稚園教育の

基本に基づいて、小学校以上の学校教育と同様に、教

育の全体計画としての教育課程を編成し、組織的・計

画的な指導を行う必要がある。そのためにはまず、幼

稚園の3歳入園から5歳修了までを見通し、幼児とと

もにどのような園生活を作り出していくかということ

について、園全体で検討し保育者間で共通理解を図る

ことが必要である。それは、園運営において3年間の

保育の全体計画である教育課程を編成し、これを基盤

に指導計画を作成して保育実践していくことが保育の

質にかかわる重要な課題と考えるからである。

教育課程の編成にあたっては、園生活の実際の姿を

捉える中で、幼児の発達に即しながら、幼児の遊びや

生活が質的に変容していく道筋を見通していくことが
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必要である。しかしながら、実際の幼児の姿には、臨

機に対応を迫られる場面も多々あり、事前に計画を立

てることが困難と思われるであろうが、予測のつかな

い状況が展開されるからこそ、幼児の発達や生活する

姿の見通しを確実にもって、編成に当たることが教育

として求められていると考える。

帝京めぐみ幼稚園（以下本園という）には、これま

でに文章化した教育課程は存在していない。そこで、

これまでの保育実践の成果や資料を基に教育課程を編

成した。本論では,編成の実際とその結果を考察する。

2．幼稚園教育課程の意義と役割

幼稚園においては、幼児期にふさわしい生活を通し

て幼児一人ひとりが幼稚園教育要領に示すねらいや内

容を着実に身に付けていくことが求められる。つまり、

幼稚園教育要領に基づいて、幼児の心身の発達や各幼

稚園の実情、地域の実態に適した教育課程を編成する

ことになる。『幼稚園教育要領』では、幼児期の発達の

特性を踏まえた教育について、幼稚園教育は環境を通

して行う教育を基本とすると位置づけている。これと

関連して重視する事項として次の3点を挙げている。
1）

(1)幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわ

しい生活が展開されること

（2）幼児の自発的な活動としての遊びを中心とし

て、ねらいが総合的に達成されるように指導す

ること

（3）一人ひとりの発達の特性に応じた指導を行う

こと

環境を通して行う教育は、幼児一人ひとりの発達に

必要な経験が得られるよう、計画的な環境を構成し、

幼児の主体的な活動が展開していかれるようにする教

育である。すなわち、教師が幼児に直接的に働きかけ

るのではなく、幼児に経験させたい内容を盛り込んだ

環境づくりをして、幼児の主体的な活動が生み出され

るようにする教育である。これらについて『幼稚園教

育要領解説』2）では｢幼稚園は意図的な教育を目的と

する学校であり,幼稚園教育の基本に基づいて展開され

る幼児期にふさわしい生活を通して,幼稚園教育の目

的、目標の達成に努めることが必要である。このため、

幼児の発達を見通しその発達が可能となるよう、それ

ぞれの時期に必要な教育内容を明らかにし、計画性の

ある指導を行う必要がある｣と、計画性のある指導につ

いて述べている。さらに｢それぞれの幼稚園は、その幼

稚園における教育期間の全体にわたって幼稚園教育の

目的、目標に向かってどのような道筋をたどって教育

を進めていくかを明らかにし、幼児の充実した生活が

展開できるような全体計画を示す教育課程を編成して

教育を行うことが必要である｣と教育課程の意義につい

て解説している。

幼児教育は、幼児の日頃の生活を大切にして共に過

ごしながら教育を進めているということを踏まえると、

教育課程の編成の仕方や考え方は、当然、小学校以上

の学校教育における教育課程の編成とは異なるもので

ある。小学校教育においては、学習指導要領に基づい

て指導内容を学年に応じ、授業時数との関連において

総合的に組織していく。これに対し、幼稚園において

は、入園から修了までの全教育期間を見通し、幼児の

生活経験や発達を基に、具体的なねらいや内容を組織

していくことが必要となる。すなわち、教育課程には、

めざす幼児像（教育目標)、それぞれの発達の時期に育

てたいこと（具体的なねらい)、そのために教師が指導

し幼児が経験すること（具体的な内容）を示すことに

なる。3）これは各担任にとっては、指導計画立案の拠

り所となるものであり、保護者や地域の人々に対して

は、幼稚園の教育方針や教育の在り方を示すものとな

る。

3．幼稚園教育課程編成の実際

（1）本園における教育課程編成に至るプロセス

本園の教育課程を編成するに当たっては、次のよう

な過程を経て編成に至った。

①学校教育法、幼稚園教育要領について全教員が

学習し、理解を図る°

②保育を意識化するために各教員が週日案を作成し

実践する。それを基に週1回保育検討会を行うこと

により、園児の生活の実態や発達の状況を捉える。

③本園のこれまでの教育方針、教育目標の見直し

や、幼稚園教育に対する個々の教員の姿勢を再確

認する。

④本園を取り巻く地域環境の実態や、本圃が抱え

ている課題などを洗いなおす。

これらの基礎資料を基に本圃では、どのような幼児

像を描くのか、そのためにはどのような指導が必要な

のかなどについて、保育検討会において全教員で共通

理解を深めていくこととした。この際、各教員はそれ

ぞれが担任している幼児の実際の姿を出し合い、本圃

の教育の目指す方向を確認しながら、その方向を目指

すためにはどのような経験が大事なのかなど、具体的

に話し合っていった。このような検討会は、お互いの

意見を交流させることによりそれぞれの保育観や教育

観を知ることとなり、次第に共有意識を持てるように

なっていった。

（2）教育課程編成の基本方針

本園教育課程の編成にあたっては、学校教育法、幼

稚園教育要領の示す基本に従い、帝京短期大学の付設
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の幼稚園として、短大との連携協力、本圃の実情、こ

れまでの保育実践の成果を基盤に、地域や保護者の期

待、本園の教育方針を踏まえて次のような基本方針を

おく。

本圃の教育目標に向かって､幼児が自分らしさ

を発揮する教育の実現を目指す。

短大付設の幼稚園として、実践研究の場と教育

実習の役割を担う。

本園の教育の特色と保育運営を基盤にした教育

の実現を目指す。

幼稚園教育と小学校教育の連続性に配慮した工

夫を図る。

地域社会、保護者、関係施設との連携を深める。

（3）教育方針と教育目標

本圃の保育の重点は、創設以来、「よく見る｣｢よく聞

く」｢いろいろ体験する｣の3つを掲げている。しかし、

実際に保育を担当している教師たちは、その意味する

ところをあいまいにして共通理解されていなかった。

まず、この3つについて、幼児に必要な経験は何か、

そのために教師はどのような援助をしたらよいかなど

を再確認することが必要である。すなわち、幼児一人

ひとりが幼稚園の生活の中でさまざまな体験を通して

自分の興味や関心に基づいて、したいことが実現でき

る環境を整える。また、幼児が環境にかかわる過程に

おいては、その子らしい考え方、感じ方、取り組み方

を大切にした援助が重要と考える。これらの考えを含

めて以下にあるような教育方針を定めた。

＜教育方針＞「よく見る」「よく聞く」「いろい

ろ体験する」を保育の重点とし、幼児一人ひとり

が園生活の中でのさまざまな体験を通して、自己

実現を目指す場となるようにする。

上記の教育方針を基盤にして、幼稚園修了までに身

につくことを期待し、目指す幼児像すなわち教育目標

を明確に設定する必要がある。それは、現在の教育が

果たさなければならない課題や本園の幼児の実態、発

達の過程を見通して設定することが大事である。以下

はその教育目標である。

＜教育目標＞友だちや保育者、身近な環境にかか

わる中で、自主性や探究心を持ち、明るくのびのび

と自分らしさを発揮して、豊かな感性を持つ子ども

を育てる。

．考える子ども・行動する子ども

・感動する子ども

（4）本園の教育の特色

教育課程は、本園や地域の実態を把握して、特色を

生かし創意のあるものを編成する必要がある。そこで、

本圃の特色をまとめると以下のようになる。

帝京大学グループの幼稚園である。

3歳入園から5歳修了までの2～3年間を見通

した教育を進める。

遊びを中心とした生活を通して、一人ひとりに

応じた総合的な指導を行う。

幼児理解に基づいた計画的な環境の構成によっ

て、幼児が主体的に取り組み、遊びへの意欲を

持てるようにする。

身近な動物との触れ合いを通して「思いやり」

や「やさしさ」の心を育み、命の大切さを学ぶ

｢動物介在教育」を実施している。

帝京短期大学栄養士専攻学生による給食を取り

入れた食育を実施している。

日々の安全と安心のために、一次救命資格を持

つ教員と、警備員が常駐している。

短大キャンパスを利用した活動や自然体験、幼

稚園内外のさまざまな人々とのかかわりなどの

社会体験等、直接的な体験のできる場を取り入

れる。

近隣の小学校と、授業参観や研修、行事への参

加の他、年長児と1年生の交流など、連携に配

慮している。

日常的な生活習慣の形成は、幼児自身が自らの

生活を見つめ、自立的に生活を進めようとする

力を育てる。

登降園は、徒歩通園の場合は集団登降園く1コ

ース>、または保護者の送迎とする。遠距離居住

の場合は、園バス通園となる。

園行事は、幼稚園の生活に変化や潤いを与え、

幼児が主体的に行動できるようにする。また、

日常保育との関連が無理なく図れるよう、園全

体のつながりを活かし、保育の内容や子どもの

発達、年齢に応じたものとする。

（5）発達の過程と年間のねらい

本園の教育課程の編成にあたっては、入園から修了

までの教育期間における幼児の発達の見通しを持ち、

きめ細かな対応が図れるようにすることが重要と考え

る。そこで、本園における過去3年間に累積されてい

る週日案や保育実践記録などの資料を整理し、その上

で、本園の実情や抱えている課題などを基盤に各学年

ごとに発達の過程を導き出し、そこから年間のねらい

を設定した。
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①3歳児学年

3歳児学年の年間のねらいを導くにあたっては、ま

ず、昨年までの3年間に累積してきた保育記録や週日

案を基に、3歳児の姿を描き出した。この姿と4歳児

学年までの1年間の幼稚園での生活とを対応させ、本

年度の3歳児の発達の過程を導き出した。以下が3歳

児学年の3つの時期の発達の過程である。

＜3歳児発達の過程＞

・保育者や園の物や場所に慣れ親しんで、園生活

が一人ひとりの生活リズムに組み込まれていく

時期

・園の遊具や玩具を使ったり、園内外の自然物と

かかわったりなど、自分の好きな遊びを十分に

楽しむ時期

・園生活を一緒に過ごしてきた友だちに関心を持

ち、友だちとかかわって遊ぶ楽しさを味わう時

期

3歳児の保育の基本的なおさえとしては、3歳児で

入園する子どもにとって最も大切な経験は、自分を意

識することである。子どもたちにとって家庭とは異な

る園生活は、いやがうえでも自分について知る機会に

なる。自分への気づきは必ずしも快の気持ちだけでは

ない。葛藤や緊張もある。しかし、そうした体験もや

がては自分を信頼し自分からものごとにかかわる意欲

的な姿へと育って欲しいということである。4）このよ

うな保育者の願いである子どもの姿と発達の過程を重

ね合わせて年間のねらいを1期、Ⅱ期、Ⅲ期とおさえ

た。以下に示すものが3歳児学年の年間のねらいであ

る。

＜3歳児年間のねらい＞

1期：安定した園生活を送る

Ⅱ期：自分の好きな遊びを見つけて自分から遊ぶ

Ⅲ期：友だちとかかわって遊ぶことを楽しむ

<考察〉年間のねらいの時期については、前年度までは

概ね、I期は入園から9月、Ⅱ期は6月から3月、Ⅲ

期は10月から3月という期間で達成され、必ずしもI

期が終わってⅡ期、Ⅱ期が終わってⅢ期へ移行すると

いう考え方ではない。つまり、I期の「安定した園生

活を送る」は、どの子どもも6月頃には概ね達成に向

かってはいるものの、教師との信頼関係の築きととも

に安定した園生活を基盤にしながら、Ⅱ期の「自分の

好きな遊びを見つけて自分から遊ぶ」に移行している。

また、Ⅲ期の「友だちとかかわって遊ぶことを楽しむ」

もⅡ期と重複しながら移行している。このように3歳

児においては、前の期のねらいをベースに置きながら

次の期のねらいへと移行するという捉え方とする。

②4歳児学年

4歳児学年の年間のねらいを導くために、これまで

に蓄積された資料と4歳児の1年間の発達の姿を考察

して発達の過程をおさえた。すなわち、4歳児として

の園生活への安定を基盤にして、自分の遊びの充実を

図ることと、友だちとかかわることを発達の柱として

捉えた6以下が4歳児の発達の過程である。

＜4歳児発達の過程＞

・園生活の仕方をつかみ、自分の好きな遊びに取

り組む時期

・友だちと遊び場を共有したり、様々なかかわり

を体験することで、友だちに関心を持ったり触

れ合ったりする時期

。遊びの約束ごとやルールを理解して友だちと決

めたことに従って遊んだり、馴染んだ場所や遊

具に能動的にかかわり新しいやり方を創り出し

たりする時期

4歳児の保育の基本的なおさえとしては、初期は園

環境に慣れ安定することであるが、やがては自分から

環境に能動的に働きかけて自分の遊びを充実させてい

くこと、また、友だちへも自分からかかわっていくこ

とが挙げられる。この発達の過程に対応して4歳児の

年間のねらいを導き出した。次に示すものが4歳児の

年間のねらいである。

＜4歳児年間のねらい＞

1期：安定して好きな遊びに繰り返し取り組む

Ⅱ期：友だちに関心を持ち、触れ合いながら遊ぶ

Ⅲ期：遊びの中の約束ごとがわかって遊んだり、

新たな遊びを加えたりする。

<考察〉4歳児の年間のねらいは、前年度までは概ね4

ヶ月ほどで次の期に移行するという結果がある。1期

のねらい「安定して好きな遊びに繰り返し取り組む」

は、概ね6月頃には達成に向かうが、ここで3歳進級

児と4歳新入児と1年の保育経験差に注目する必要が

ある。つまり、安定する時期が異なることである。そ

のために、特に4歳新入児に対して教師は、子どもの

気持ちをしっかりと受け止め、自分から遊びに取り組

んでいかれるよう配慮することが大切である。Ⅱ期の

ねらい「友だちに関心を持ち、触れ合いながら遊ぶ」

は、概ね9月頃に達成に向かうが、Ⅲ期のねらい「遊

びの中の約束ごとがわかって遊んだり、新たな遊びを

加えたりする」が1～2ヶ月ほど重複している。これ
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ら遊びを進めるは、友だちや周囲の環境へ能動的なかかわりが仲間意

識を生んだり、新しい遊び方を考え出したりすること

につながっているからと考える。

③5歳児学年

5歳児学年の年間のねらいを導くにあたっては、他

の学年と同様にこれまでの蓄積された資料を基に幼児

の生活する姿を捉えた。特徴的は姿としては、生活面

では年長児としての自覚と新しい環境への能動的なか

かわり、友だちとのかかわりでは自分の考えの伝達や

共通のイメージや目的を持って遊びに取り組む姿があ

る。こうした姿から、年間の発達の過程をおさえた。

以下に示すものは5歳児の発達の過程である。

<考察>I期のねらい｢友だちや周りの環境に自分から

かかわって遊びや生活を進める｣は、前年度では進級当

初から2ヶ月ほどで達成に向かい、Ⅱ期のねらい｢友達

とお互いの考えや気持ちを伝え合って遊ぶ｣に移行して

いる。このⅡ期は、すでにI期の後半には移行してい

る子どもも数人いるという状況であった。また、Ⅱ期

のねらいは、後半の10月頃には概ね達成しているも

ののⅢ期のねらい｢友だちと共通のイメージや目的を持

ちながら遊びを進める｣と重複して年度末までベースに

あった。これらを考えると、他の学年と同様に、全員

の子どもが各期ごとにスムーズに移行すると考えるの

ではなく、前の期のねらいを根底に置きながら特にⅡ

期はⅢ期と並行しておさえていくと考えるべきであろ

う。

（6）各学年の具体的なねらいと内容の設定

前項に示された各学年ごとの発達の過程や年間のね

らいは、幼稚園教育の全期間を見通しておさえたもの

であり、これらを幼児の発達の各時期に展開される生

活に応じて適切に具体化したねらいや内容を設定する

必要がある。そこで、本圃では、年間のねらいのおお

よその達成期間を基に、幼児の発達の過程と年間のね

らいをさらに具体化してそれぞれの週に下ろして設定

した。

①3歳児学年

く表1>I期のねらい：安定した園生活を送る

＜5歳児発達の過程＞

・前年度までの園生活の経験で得た技能や遊びの

イメージを活用して、自分なりの見通しや目的

を持って生活や遊びに取り組む時期

・周りの環境に自分から働きかけて行動し、友だ

ちとのかかわりを深めながら、お互いの気持ち

や考えを出しながら遊びを進めていく時期

．様々な遊びや活動の中で、友だちとイメージを

共有しながら遊び、やり方や約束ごとを決めた

り、協力し合って自分たちで進めていく時期

5歳児の保育の基本的なおさえとして、ほとんどの

子どもはl～2年という幼稚園生活の経験を踏まえて、

園生活の進め方や年長児の活動におおよその見通しを

持っていること、また、実際の生活の中で活動の進め

方や自分の役割を自覚して自分からやろうとする姿が

みられること、この年長児としての喜びや自信を認め

ていくことで、自分たちの生活や遊びを能動的に進め

ていく態度を育てたいと考えた。この身近な環境にか

かわることから次第に生活や遊びに広がっていき、こ

の過程で直面するであろう困難や葛藤場面に積極的に

働きかけていく姿を期待した。また、友だちとのかか

わりが深まる中でお互いの考えや気持ちを伝え合い、

自分たちのルールやイメージをもって生活や遊びを展

開していかれる姿勢を育てたいと考えた。これらを踏

まえて上記の発達の過程に対応させて、5歳児の年間

のねらいを導いた。次に示すものは、5歳児の年間の

ねらいである。

＜5歳児年間のねらい＞

1期：友だちや周りの環境に自分からかかわって

遊びや生活を進める

Ⅱ期：友だちとお互いの考えや気持ちを伝え合っ

て遊ぶ

Ⅲ期：友だちと共通のイメージや目的を持ちなが
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4月2週～4週 5月2週～4週 6月1週～4週 7月1週～3週

ね
ら
い

。固のものや人、

瑚所に慣れる

｡園生活の中で、

楽しいことを見

つけて潤足感や

期待感を持つ

･園生活のおおよ

そがわかり、期

待や自僧を持つ

て取り組む

･自分の好きな遊

びを選んで自分

からやってみる

｡繰り返しの活動

はおおよその流

れややり方をつ

かみ、自分から

取り組もうとす

る

･保育者や友だち

の動きをきっか

けに遊びを広げ

る

･自分から好きな

遊びを選んで鰻

り返しやってみ

る

･保育者に蟻な気

持ちや困ったこ

とを伝えたり．

物の要求を浅し

たりする

内
容

｡固の施設く便所、

水道、靴箱、ロ

ッカー〉を使う

。世話をしてくれ

る人や安心でき

る人に煩れる

･自分の好きな遊

びや遊具で安定

して遊ぶ

･紙芝居や手遊び

など、保育者か

らの働き賭けを

喜ぶ

。慣れてきた保育

者や園の大人に

親しみ、かかわ

る

・園の施設〈便所、

水道、靴箱、ロ

ッカー〉の使い

方を覚える

･排池や片付けな

ど、自分ででき

たことに自侭を

持ち、保育者に

伝える

・保育者や大勢が

参加している遊

びに興味を持

ち、真似たり総

われたりしてや

っ て み る

．「お片づけ」

｢おしっこj「お

典まり」など、

曾葉とすること

を結び付けてや

ろうとする

・固定遊具の名

前、玩具や素材

の圏き場所を覚

えて自分から行

動する

・友遠の使ってい

る遊興や遊具を

見て、同じもの

を要求したり真

似たりする

。目新しいあそび

や面白そうな遊

びを見たら自分

もやってみよう

とする

。『できた」「お

もしろいjなど、

遊びの中で自分

なりの潤足感を

持つ

｡面白いこと．楽し

いことは喜んでや

ってみて自侭を持

ってさらに続けよ

うとする

・遊びに使いたい遊

具や材料など、見

つからない叫合は

操したり、欲しい

ときは図求したり

する

．遊びを邪腐された

利使っている遊具

を取られたりした

ら、相手に不快な

気持ちを菱したり

保育者に伝えたり

する
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＜表2＞Ⅱ期のねらい：自分の好きな遊びを見つけて

自分から遊ぶ

＜表5＞Ⅱ期のねらい：友だちに関心を持ち、触れ合

いながら遊ぶ

＜表3＞Ⅲ期のねらい：友だちとかかわって遊ぶこと

を楽しむ

＜表6＞Ⅲ期のねらい：遊びの中の約束がわかって遊

んだり、新たな遊びを加えた

りする

②4歳児学年

く表4>I期のねらい：安定して好きな遊びに繰り返

し取り組む
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内
容

｡新しい保育室や

担任、ものにな

れる

･気に入った遊び

を見つける

｡関心のある友だ

ちや保育者と同

じ遊びをする

。1日の生活の流

れや自分の身の

回りの始末を思

い出して自分か

らする

･保育者の指示を

聞いてすること

がわかり、自分

から取り組む

･使いたい遊具や．

欲しい材料を保

育者に要求する

・自分から遊びに

誘ったり、遊び

の仲間入りをす

る

･保育者の援助を

受けて、自分の

遊んだものや場
所を片付けて、

できたことに漁

足感を持つ

･気に入っている

遊びを選んで持

続して取り組む

。同じ場所にいる

友だちの梯子を

見たり真似たり

する

。面白いかつたこ

と、再度やりた

いと思ったこと

を繰り返しやつ

てみる

･友だちや保育者

のしていること

に興味を持って

やってみようと

する

。「入れて」「～

したい」など、

自分の気持ちを

友だちや保育者

に表そうとする

9月1週～4週 10月1週～4週 11月1週～4週 12月1週～3週

ね
ら
い

・自分の好きな遊

ぴに面白いと思

ったことを取り

入れる

．繰り返しおこな

ってきたことや

保育者を拠り所

として新たな経

験をする

･友達と遊ぶ中

で,自分の考え

や気持ちを表そ

うとする

･保育者や友だち

から刺激や動き

を受けて,自分

の遊びに取り入

れる

・自分の興味ある

ものや友だちに

自分からかかわ

って遊びを続け

る

・友だちと遊ぶ中

で,自分の考え

や気持ちを表そ

うとする

・自分の興味ある

ものや友だちに

自分からかかわ

って遊びを統け

る

・関心ある友だち

との遊びで様々

なかかわりを経

験する

内
容

･関心のある友だ

ちの言葉や動き

をきっかけとし

て同じ遊びをし

たり真似たりす

る

｡新しいことやい

つもと違うこと

でも,面白そう

ならやってみる

｡遊びに使う材料

や遊具を見て，

前にした経験を

思い出して保育

者や友だちとや

ってみる

･嫌なことや困っ

たことを相手に

表したり保育者

に伝えたりする

。「入れて」「貸し

て」｢だめよ｣な

ど自分の意思を

表したり.友だ

ちに言われたこ

とに答える

･保育者や友だち

の言葉を聞いた

り,動きを真似

たりする

･自分が面白いと

思ったことは保

育者や友だちに

伝える

･友達や保育者の

している面白い

ことや新しいこ

とを自分の遊び

に取り入れる

・自分の関心や今

までの経験か

ら,面白いと感

じた遊びをやつ

てみる

･自分なりに工夫

したりやり遂げ

たことを喜び，

何度も繰り返す

。「入れて」「貸し

て｣などの自分

の要求を様々な

方法で相手に表

して自分からか

かわる

･友だちの真似を

する,同じもの

を持つ、などの

友だちとのかか

わりを喜ぶ

｡遊びの中で作っ

たものを見せた

り,見立てたこ

とやイメージを

伝えたり受けた

りして遊ぶ

･自分で考えたこ

とやできやこ

と.感じたこと

を首葉や動きで

表して共感され

ることを喜ぶ

･好きな友だちを

誰ったり、相手

の返事を聞いて

から遊び始める

9月1週～4週 10月1週～4週 11月1週～4週 12月1週～3週

ね
ら
い

･自分のしたいこ

とを十分に楽し

む

･友だちとかかわ

る中で、一緒に

遊び楽しさを味

わう

･友だちの刺激を

受けたり真似た

りして自分の好

きな遊びをする

｡友だちと遊ぶ中

で、一緒に遊ぶ

楽しさを味わう

･友だちとのかか

わりを楽しむ中

で、好きな遊び

を繰り返す

･友だちと遊ぶ中

で、自分の考え

や気持ちを表そ

うとする

･友だちと遊ぶ中

で、自分の考え

や気持ちを表そ

うとする

･興味や関心を持

ったことを取り

入れながら、自

分のたい遊びを

楽しむ

内
容

･好きな遊びを友

だちと誘い合っ

てする

｡新しいことやい

つもと違うこと

でも面白そうな

らやってみる

．友だちと同じも

のを作ったり、

まねし合ったり

して遊ぶ

・自分が面白いと

思ったことを友

だちに伝えよう

とする

･友だちが自分の

まねをしたり、

話を聞いたりし

てくれることを

喜ぶ

･友だちのしてい

る新しいことや

面白そうなこと

を自分の遊びに

取り入れる

･自分で遊ぶ場所

を決めたり、遊

びに必要なもの

を選んだり持つ

てきたりする

。遊びに必要なも

のを作ったり、

新しいやり方を

肢したり遊び方

を工夫する

・自分のやりたい

役、使いたい遊

具や坦所など、

自分の気持ちや

考えを伝えて遊

ぷ

･簡単なルールあ

る遊びを繰り返

して、みんなで

遊ぶ

・自分のやりたい

役、使いたい衣

装や道具など、

友だちに伝えて

遊びや活動を統

ける

｡繰り返しやって

いることや、や

り方を知ってい

ることに対して

は自侭を持って

取り組んだり、

友だちに教えた

りする

･簡単なルールあ

る遊びを繰り返

して、みんなで

遊ぶ

1月2週～4週 2月1週～4週 3月1週～3週

ね
ら
い

・自分の興味ある活動

で、できるようにな

ったことに自侭を持

って遊び続ける

・友だちと遊ぶ中で、

相手の曾動に関心を

持ち

する

様々な体験を

・自分の興味ある活動

で、できるようにな

ったことに自信を持

って遊びを続ける

｡慣れ親しんだ保育者

や友だち、珊所を拠

り所として新しい燭

所や活動に関心を向

け、かかわる

。慣れ親しんだ保育者

や友だち、賜所を拠

り所として、新しい

場所や活動に関心を

向け、かかわる

･自分でできることに

自信を持つ

内
容

｡面白かった遊びをし

ようと、必要な遺具

や材料を思い出して

用意する

・自分の力でできたこ

とや、やり遂げよう

としたことを認めら

れて喜び、さらに続

けたり新たなことを

取り入れようとする

．面白かった遊びをし

ようと、必要な道具

や材料を思い出して

用意する

･友だちとのかかわり

を通して、面白い、

うれしい、困った、

悲しいなどの感愉を

味わう

・他学年との遊びや無

会などに保育者や友

だちと一緒に参加す

る

･自分の使いたいもの

や鰯所などを要求し

ながら、自分の思っ

たように遊ぶ

･自分なりに工夫した

り挑戦したりしてで

きたことに満足感を

持って繰り返す

･友だちを手伝ったり

鐘ったりなど、相手

の行動を受けて自分

の動きをしようとす

る

･身の回りのことや生

活に自分から取り組

む

1月2週～4週 2月1週～4週 3月1週～3週

ね
ら
い

･仲のよい友だちと考

えや気持ちを出し合

って遊びを進める

。繰り返し遊びを楽し

む中で、試したり工

夫したりする

・仲のよい友だちと考

えや気持ちを出し合

って遊びを進める

･今までの経験を基に

身の回りのことに自

分から取り組もうと

する

･周りのやり方を取り

入れたり新しいやり

方を航したりして遊

びを続ける

･今までの経験を基に

身の回りのことに自

分から取り組む

内
容

。面白いと思ったこと、

発見したこと、驚い

たことなどを友だち

に伝えようとする

。一緒に遊んでいる友

だちの考えを取り入

れる

･今まで自分がわかつ

たことや友だちのや

ったことを基に、遊

びに使いたいものを

選んだり作ったりす

る

･簡単なルールある遊

びを友だちと勝い合

って遊ぶ

。一緒に遊んでいる友

だちの考えを取り入

れる

。できなかったこと、

つまらなかったこと

を保育者に伝え、解

決のヒントを得よう

とする

･友だちと鋸い合って

遊ぶ場所を決める

・保育者の手伝いや年

長児のしている動物

の世話をやってみよ

うとする

･他学年との交流を楽

しむ

｡遊びに使いたいもの

を選んだり作ったり

して一緒に遊んでい

る友だちに伝える

・嫌なこと、困ったこ

となどを友だちに言

いながら自分たちの

約束ごとを決めて遊

ぷ

･年長児のすることに

興味を持ったりまね

たりする

4月2週～4週 5月2週～4週 6月1週～4週 7月1週～3週

ね
ら
い

．慣れ親しんだ友

だち、遊具、埋

所を拠り所にし

て新しい場所や

遊具に関心を向

けて遊ぶ

・身近な友達にお

感心を持つ

・園生活の仕方が

わかって、自分

でしようとする

･園生活に必要な

ことに気づき、

自分から取り組

もうとする

･好きな遊びを週

び、繰り返し取

り組む

･友だちに興味、

関心を持ってか

かわる

･園生活の仕方を

繰り返しの中で

わかり、率先し

て取り組む

･好きな遊びを選

び、十分に取り

組む

･友だちと触れ合

う中で、一緒に

遊ぶ楽しさを味

わう

・自分のしたい遊

びを見つけて、

十分に楽しむ

･友だちと触れ合

う中で一緒に遊

ぶ楽しさを味わ

つ



＜表9＞Ⅲ期のねらい：友だちと共通のイメージや目

的を持ちながら遊びを進める

③5歳児学年

く表7>I期のねらい：友だちや周りの環境に自分か

らかかわって遊びや生活を進

める

4．まとめ

教育課程と指導計画（月案、週案、日案）とは極め

て密接な関係性にある。用語上では区別されて用いら

れているものの、教育課程の実施には、指導計画の作

成、展開、評価までもが含まれていると考えるのが一

般的である。したがって、教育課程は指導計画を含む

広い概念で捉えているといってよい。

教育課程と指導計画の関係性を考える上で、二つの

考え方がある。一つは、全体の計画く教育課程〉から、

年間、月間計画さらには週案、日案へと下ろしていく

という考え方がある。二つには、幼児の日々の生活し

ている姿を捉え、それを短期の指導計画（日案、週案）

に反映し、それを積み重ねて次第に長期の指導計画、

さらに教育課程へとつなげていくという考え方がある。

教育という視点から考えると、全体計画の見通しの上

にそれぞれ個々の計画が立てられるというのが本来の

あり方であるが、実際には、幼児の実態から経験して

いることを読み取り、それを積み重ねながら指導計画

にまとめていくというやり方も必要になってくる。つ

まり、教育課程の編成にはこの二つがあってよいと考

える。

本園においては、初めて文章化するということもあ

り後者の方法で行った。また、教育課程の充実を図る

ためにもまず日々の保育実践を確かなものにする必要

があるという視点に立ち、週日案の作成において幼児

の実態の読み取りを確実に行った。このことにより、

各教師は「今、育てたいこと」「育つことが期待される

こと」を明確に持つことができたのである。それは各教

師が自分の保育を意識化することにつながると考える。

幼稚園教育要領では幼稚園教育は「幼児期の特性を

＜表8＞Ⅱ期のねらい：友だちとお互いの考えや気持

ちを伝え合って遊ぶ
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1月2週～4週 2月1週～4週 3月1週～3週

ね
ら
い

・遊びや活動に自分な

りの目的や見通しを

持って取り組む

・友だちと共通のイメ

－ジをもって目的に

向かって遊びや生活

を進めていく

･遊びや活動に自分な

りの目的や見通しを

持って取り組む

・共通の目的に向かつ

て遊びや生活を進め、

潤足感を持つ

。遊びや活動に自分た

ちなりの目的や見通

しを持って進んで取

り組む

･共通の目的に向かつ

て遊びや生活を進

め、満足感を持つ

内
容

。うまくできたことや

楽しかったことに潤

足感を持って織り返

し取り組む

。遊びに必翌な用具、

材料、瑚所を考えた

り用愈したりして進

め る

。みんなで進めていく

遊びや活動の目的を

わかって自分から取

り組もうとする

。遊びのやり方や役割

について船し合った

り交替しながら進め

ていく

．遊びに必要な用具、

場所、時間の見通し

について考えを持つ

て繰り返し取り組む

・学級の友だちに必要

に応じて自分の考え

や気持ちを表しなが

ら遊ぶ

・目的に向かうために

友だちと相談したり

役創を分担したり交

替したりする

・試したり工夫したり

して遊びに持続して

取り組む

・目的に向かうために

友だちと相験した

り、役割を分担した

り交替したりする

･試したり工夫したり

して遊びに持続して

取り組む

･学級の友だちに必要

に応じて自分の考え

や気持ちを麦しなが

ら遊ぶ

｡年中少組との交流の

体験から自侭を高め

たり、卒園の意徴を

持ったりする

4月2週～4週 5月2週～4週 6月1週～4週 7月1週～3週

ね
ら
い

･年長になった喜

びや自侭を持

ち、園生活に窓

欲的に取り組む

｡友だちとやり取

りしながら遊ぶ

楽しさを味わう

･年長としての生

活に自侭を持っ

て自分から生活

を進める

･気の合う友だち

の中で、自分の

考えを出した

り、相手の考え

を聞いたりして

遊ぶ

･いろいろな遊び

や活動に自分な

り の イ メ ー ジ や

目的を持って取

り組む

･気の合う友だち

の中で自分の考

えを出したり相

手の考えを間い

たりして遊ぶ

｡繰り返しの遊び

や新しい活動に

自分なりのイメ

ージや目的を持

って取り組む

・気の合う友だち

の中で自分の考

えを出したり相

手の考えを間い

たりする

内
容

・できるようにな

ったことを喜ん

だり、年長組と

いう気持ちで生

活を進めたりす

る

．新しい友だちや

遊具を知り、自

分から遊ぼうと

期待感を持つ

･今まで慣れ親し

んだ期所や、や

り方、友だちを

拠り所として遊

びを進める

･友だちと自分の

考えや気持ちを

伝え合いながら

遊ぶ

･生活の流れの中

で、自分のすべ

きことがわかり

自分から取り組

む

・新入児に対し、

自分のできるこ

とを紹介した

り、いたわりや

世話の気持ちを

持つ

･友だちの遊ぶ様

子や使っている

材料を見て自分

なりのイメージ

で試したり、友

だちの考えや動

きを受けて行動

したりする

。「～してみたい」

｢こうしたらど

うだろう」など、

自分なりのイメ

一ジをもつ

。作ったり表現し

たりするものに

必要な用具や材

料を用意する

･拭したり工夫し

たり繰り返し取

り組む

･気の合う友だち

と鱗い合いなが

ら好きな遊びを

する

。繰り返し取り組

んできた遊びに

は、したいこと

を決めて最後ま

でやろうとする

。自分のしたい遊

びを実現するた

めに必要なこと

に気づき、試し

たり工夫したり

する

。「～したい」

｢こうしたらど

うだろう｣など、

自分なりのイメ

一ジを持つ

．遊び方を提案し

たり相談したり

する

9月1週～4週 10月1週～4週 11月1週～4週 12月1週～3週

ね
ら
い

･周りの傍報を取

り入れて自分の

遊びを選んだ

り、やり方を決

めたりする

･自分の考えや気

持ちを表してや

りたいことを実

現しようとする

・いろいろな遊び

や活動に自分な

りの目的を持つ

て取り組む

･自分の考えや気

持ちを表してや

りたいことを実

現しようとする

・自分のしたいこ

とを実現するた

めに、肢したり

工夫したりして

持統して取り組

む

･気の合う友だち

と遊びのイメー

ジやルールをわ

かり合いながら

遊ぶ

。遊びや活動に見

通しを持って取

り組む中で自分

のしたいことを

運成していく

･友だちと共通の

目的に向かって

遊びや生活を進

めていく

内
容

・周りのものご

と、自然物、遊

びの様子などを

見て、やってみ

たいことを選

び、自分の遊び

に取り入れる

｡できなかったこ

とや失敗したこ

とにもう一度や

ってみようとす

る

｡みんなで一緒に

する活動に期待

を持って取り組

み、その中で自

分でやってみよ

うと決めたこと

をやろうとする

･試したり工夫し

たりして繰り返

し取り組む

。「～してみたい」

｢～したらどう

だろう」など、

自分なりのイメ

一ジをもつ

･自分たちの遊び

場を探したり作

ったりする

･自分たちなりの

ルールを決めて

遊びを続けて、

より面白くしよ

うとする

｡遊びに必要な用

具や材料を自分

たちで用意する

･前に経験したこ

とを思い出して

実現したい気持

ちを持って繰り

返しやろうとす

る

･離しいことや失

敗したことにも

再度やってみよ

うとする

･自分のしたいこ

とや気持ちを仲

良しの友だちに

繰り返し表して

いく

．繰り返し試した

り工夫したりし

て遊びや活動を

続けようとする

・自分たちの遊び

や活動に必要な

道具や堀所を考

えたり作ったり

して進めていく

･仲間同士の遊び

や築会などの活

動の中で自分の

考えを表し、相

麟しながらする

･友だちと一緒に

する目的がわか

り．役割を分担

したり交替した

りして進めてい

く



踏まえ、環境を通して行うものであることを基本とす

る」と示されている。この「環境をとおして行う教育

は、幼児の主体性と教師の意図がバランスよく絡み合

って成り立つものである」また、「教師主導の一方的な

保育の展開ではなく、一人ひとりの幼児が教師の援助

の下で主体性を発揮して活動を展開していくことがで

きるように幼児の立場に立った保育の展開である」と

解説している。5）すなわち、環境を通して行う教育と

は、保育者が幼児に直接働きかけるのではなく、幼児

に経験させたい内容を環境の中に組み入れて、幼児の

主体的な活動が生まれることを待つ、間接的な教育で

あるといえる。6）

したがって、保育者には、幼児一人ひとりにとって

意味ある体験となるよう援助を重ねていくことが大切

な役割となるのである。また、保育者がしっかりとし

た発達の見通しに基づいた計画性のある指導を行って

いくことで、初めて幼児は発達に必要な経験を積み重

ねていくことができると考える。

教育課程は、教師の「はたらきかけ」と保育の計画

を立てるためのものであり、一人ひとりの幼児の生活

する姿や、ある程度の発達の大まかな道筋の見通しが

必要になり、そこに教育課程が意味を持つことになる

のである。最も求められる教育課程は、幼児の「主体

性」と教師の「援助」に囲まれた「子ども中心の教育

課程」といえる。7）

教育課程を実施した結果、幼児の発達の実情や幼稚

園や地域の実態に即したものとしていくために年度の

終わりには反省、評価を行い、次年度の編成に活かし

ていくことが大切である。今後、本園においても、年

度末にはそれぞれの時期の発達の過程を捉えなおし、

教育目標の達成を図るためには入園から修了までを通

してどのような指導をしなければならないかを見直し、

次年度へつなげていく必要があると考える。
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